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ゲ ー テ(JohannWolfgangvonGoethe,
..

1749-1832)が 世 界文学(Weltliteratur)と

い う現代 では一般 に使われている言葉 を創造

したのは182ブ年 である.78才 の 時であった.

この言葉 がゲーテか ら出て くるには時代思潮

とのかかわ りが大 きい.ゲ ーテ以前 の17世 紀

は政治 的には王侯貴族 たちが権力の拡大を常

に志 向 し絶対王政 によって民衆の個 人的な自

由 を束縛 し抑圧 してきた時代で あった.当 然

ここで は文芸活動の 自由はなか った.諸 侯 の

宮廷が支配す るところであった.し か しこれ

らの障壁 もルネ ッサ ンス運動の高揚 と自然科

学の発達が大 きな影響 を及 ぼ して個人が尊重

されるように次第 に変わってきた.啓 蒙主義

時代 の終 りによって新 しく人 間精神及 び理性

の自立 ということが起 きて くる.

新 しい思想 の変革 も文学 の世界 に波及 して

き た.国 民文 学(Nationalliteratur)は この

ような時代 的背景 を経て,一 つの国にとどま

らないで他 の国 ぐにに出て ゆく.そ れには産

業 革命 を基軸 に した交通機関 と外国 との貿易

の発展が あげられる.ゲ ーテはエ ッカーマ ン

(JohannPeterEckermann,1792-1854)に 話

して いる.「 国民文学 というのは,今 日では

あ ま り意 味が な い,世 界文学 の時 代 が は じ

まっているのだ.だ か ら,み んなが この時代

を促進 させるよう努力 しなけれ ばだ めさ.し

か し,こ の ように外 国文学 を尊重す る際にも,

特 殊な ものに執着 して,そ れ を模 範的 なもの

と思 いこんだ りしてはいけないの だ.」(1827

年1月31日 水 曜日)(1)

「文 学 とは成熟 した自然」 とゲーテが言 うよ

うに国民文学 は徐kに 空間的 に広が ってゆく

のである.国 民文学 が世界 の文学へ脱皮す る

には物理的条件の他 にゲーテがうけた内面へ

の影響 も見のがせない.少 年時代 の貴重 な体

験 があった.1756年8月28日 に7才 のゲーテ

の心 を揺 るが した戦争が勃発 した.こ の後 の

7年 間は少年の心 と生活に極度 の緊張 を与 え

た.宣 戦 の布告 もな しにプロイセ ン王 フ リー

ドリヒH世(FriedrichderZweite,Konigvon

Preuβen,1712-1786),の ち の 大 王(der

Groβe)が ザ クセ ンに侵入 したのである.そ

の後 大王 は自 ら起草 した宣言を出 して この正

当性 を明 らかにす るの であった.人 び とは単

な る傍観者 でいるわけにはゆかな くなり,良

識 ある審判者 になることを迫 られた.そ して

二派 に分 れて争 うことになる.こ ういう世間
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の流れがゲーテの家庭内 にも波及 して世 の中

全体 の軋轢 の縮 図が持 ち込 まれた.祖 父 はフ

ランク フル ト市 の陪審官(Schoff)と して何

人かの婿 や娘達 とオース トリア側 に味方 した.

一 方
,ゲ ー テ の 父 は カー ル7世(Karlder

Siebente,1697-1745)か ら 宮 中 顧 問 官

(KaiserlicherRat)に 任 命 された こともあっ

て残 りの家族 とともにプロイセ ン側 に味方 す

るという始末 であった.

家 の中に波乱 といさかいが起 り,互 いにい

がみ合い,口 をきかな くなった りという状態

が続 き子供のゲーテの心 をひどく圧迫 した.(2)

他 に も小 さな心 を しめつ けた ことが生 じた.

こ の7年 戦争(SiebenjahrigerKrieg)の 始

まる前 年 に リス ボ ンの大 地震(dasErdbe-

benvonLissabon)が あ った.人 心 の 荒廃

をもた らした戦争 と天変地異,そ れに こうし

た身近な葛藤 をの りこえるため には文学 に よ

る人び との心 の宥和 を作 り出す ことが最 も大

切であ ることをゲーテは幼 くして感 じて きた

ので ある.

(2)

人間の心の充足は経済的な交換をするだけ

では達せ られるものではない.Ideeと 知性の

相互の交換が必然的に生じてくる.争 いの渦

中にある人々にはIdeeに よる心の宥和が役に

たとう.ゲ ーテは考える.他 国の人々や自国

民の贈 り物である文学はそれには最適である.

人々は未来に目をむけながらも,現 代と同じ

ように争いとか社会の変化に心の底でかきた

てられるものがあった.ナ ポレオンがあとに

残 したヨーロッパ社会の混乱と人々への打撃

は少なか らぬものがある.当 時,ヨ ーロッパ

の多数の国民の間にナポレオン戦争後の復興

に精神的な結びつきと宥和への願望が起 り,

その具体化が徐々に始まる気運が出てきた.

ゲーテが文学を媒体 として,自 己の目的を

達成する道程 を辿 るには19世 紀 の20年 代 の

ゲーテの世界文学観もしくはldeeを追ってゆ

くことが必要 である.こ の時期 のゲー テの書

簡,作 品や対話 にこのldeeが 出 て くる.ゲ ー

テはこのldeeを 中心 に据 えて文学 活動 を して

いた.ナ ポ レオ ン戦争 に揺すぶ られた後,よ

うや く心 に静け さを取 り戻 した人々 は外国 に
む 　

は自分の国が持 たない特性が あることを知 る

ので ある.他 の国を知 ると自国 に閉 じこもる

ことは出来な くなる.交 通上の年 ごとに増大

す る速 度 とその便利 さが作用 して内面上の世

界的交 通つま り普遍的 な世界文学 が生 れて く

ることは必定 であろう.こ れまでの ヨー ロッ

パの文 芸界 はイギ リスとフランスの独 壇場で

あった.厂 過 去半世紀 のわが 国の文学 をふ り

返 ってみ ると,外 国文学 に何一つ と して貢献

していな いことに気がつ く.」 とゲ ーテが述

べ るまで もなかった.(3)ド イ ツ国民 に よう

や く西 洋 にとどま らず世界の文学 への参加 と

いう名誉 あ る役割 がめぐってきたと言 え よう.

これまで ドイツの文学 を一顧だに しなか った

他の国の人々は ドイツに注 目する ようになる.

理解 と誤解 と毀誉 が入 りま じりなが ら ドイツ

の文学 は受容 と排斥 の後で ヨーロ ッパ 世界に

浸透 して ゆくのであった.ゲ ーテは自国民 に

ヨーロ ッパ の他 国の人々の文芸上 の出来事 を

報告 し,そ の人達 が ドイツ人の精神生活 を吸

収 しようとしていることを特徴 的に描 くので

あった.

ゲ ー テ はバ イ ロ ン(GeorgeGordonNoel

Byron,1788-1824)や マ ンゾー二(Alessandro

Manzoni,1785-1873)の よ うな当時 ヨーロ ッ

パで名声 のある詩人が 自分か ら影響 を受 けて

い ることを誇 りに している.さ らにフ ランス

の ロマ ン主義者達 は彼 らの精神 的な支柱 と し

て 自分 をみな していることを付 け加 えるので
..

あった.世 界文学という言葉は,広 がり,開

放性 とか爆発的というような二重性を持つ.

この言葉には人が閉じ込められた空間から無

限の大気と光の中へ出てゆくような感 じがあ

る.し かしまたこれには不透明で曖昧性が漂
0

うこと も否定 できない.ゲ ーテのめ ざした世

・・



　 　 む

界文学とは何であろうか.国 民的文学の特色

を出さないで,しかも国際的な普遍性を持ち,

その特徴とする所は少なく,世 界主義的要素
　 む

を持 った もので はなかろうか.ゲ ーテは世界
　 くラ

文学という言葉 を反復することに倦まない

かった.

(3)

ゲーテは世界に自国の文学を広めるために

深遠な卓越さと愛情を持って行動 したから心

ない合意は出来なかった.世 界文学は国民文

学の持っている特殊性から普遍性を引き出し

てその落差をうめることに意義がある.そ の

落差を均すために詩人や作家達は自国の人々

に対するだけでなく自分自身の方法や言葉で

他国の人々へも働 きかける.『箴言と省察』
0000

の中でゲーテは特殊と普遍の関係を述べてい

る.

WasistdasAllgemeine?普 遍 と は何 か.

DereinzelneFal1.個 々 の 事 例.

WasistdasBesondere?特 殊 と は何 か.

MillionenFalle.(4)数 百 万 の 事 例.

さ らに こうも規定 している.

DasBesondereunterliegtewigdem

Allgemeinen;

dasAllgemeinehatewigBichdemBeson-

derenZUfUgen.(5)

特 殊 は 永 遠 に 普 遍 の 下 に あ る.

普 遍 は 永 遠 に 特 殊 に 従 わ ね ば な ら な い.

主 義 と充 足 を 好 ん だ ゲー テ は 根 源 現 象

(Urphanomen)す な わち大多数の人 々に固

守 され る原 形(Urform)は 自然 界で は多 く

の変態(Metamorphose)の 根 幹 になってい

る こ とを見 てい た.人 間 に おいて も同 じで

あった.個 人 は人 間という一つの根源現象 の

変態 したものにすぎない.だ か ら終局的に見

れば,こ の国の人達 も人類 という一 つの原形

が変形 したものなのであった.ゲ ーテの世界

文学 の理念 は時間や空 間の障壁 をの り超 えた

永遠 の人間の持つ気高い原形 を信 じることで

理 解 され ようか.ゲ ー テは言 う.「 あ らゆる

国民 の うちで最上の詩人 と作家 の努力 はすで

に遠 い昔 か ら普遍的 に人間的な もの に向 けら

れて いる.」 個 とい う特 殊 なものの 中に国民

性や個性 に よって普遍的な ものが見 い出せ る

であろう.実 践的 な生活上 にも,同 じような

もの が存在す る.地 上 の生硬 なもの,粗 野 な

もの,激 しいもの,我 欲 の強 いもの,空 虚 な

ものが交錯 し混入 した結果,柔 和 さが生 じて

拡大 するのが 自然の理 である.

一 つ の世界文学が生 れるためには批評家 と

作家 も詩人 と手 を組まな ければな らないだろ

う.「詩というもの は,人 類の共有財産で あり,

そ して詩 はどんな国で も,い つの時代に も幾

百 とない人間 の中に生 み だされる もの だ.」

とゲーテはエ ッカーマ ンに語 ってい る.(1827

年1月31日 水 曜 日)(6)詩 人 と人々 の間を結

ぶの は批評家達 に他 な らない.彼 等 は批評活

動 を通 して詩の精神 と人 々の間 に共通の雰囲

気 を醸 し出す.人 々は詩人 か ら他国 の人達の

作品 を読む ことを教 え られよう.他 国の人 々

の特性 を知 らされ評価 することも教 え られる

であろう.相 互 に示 された関心 は高 ま り,新

鮮 なものになる.

ゲ ーテはこれを定期的な刊行物(月 刊誌)

の 最 も特殊 な使 命 であ る と見做 して いる.

ヨー ロ ッパ に有 力 な月刊 誌 が誕生 したの も

ゲーテの世界文学理念の時期 と軌 を一にする.

フ ラ ン ス に はleGloveとdieRevue

Europ'eenneが 起 り,イ ギ リ ス で はthe

EdinburghReviewとtheForeignReviewが,

さ らにイタ リアで はdasEchoが 生 れてい る.

これ らの グループは世界文学の構築 に大 きな

一石 を投 じた ことは言 うまでもない.知 識者

達 は人 々の中 に進 んで入 って文学の仲介者 に

なっ た.カ ー ラ イ ル(ThomasCarlyle,
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1795-1881)は イ ギ リ ス 人 に ,ヴ ィ ク トル ・ク

ザ ン(VictorCousin,1792-1867)は フ ラ ン ス

人 に ドイ ツ文 学 を 啓 蒙 した し,ド イ ツ の ハ イ

ネ(且einrichHeine,1797-1856)と ベ ル ネ

(LudwigBorne,1786-1837)は フ ラ ン ス 精

神 に 色 濃 く投 影 す る の で あ る.

(4)

詩人や作家達は個人的 に旅行 をし,会 話 を

して互いに知 り合 い,心 の充足 をはか る.ヴ ァ

イマルは当時,実 際にヨー ロッパ精神の集合

地の観が あった.・ス タール夫人(Madamede

Stael,1766-.1817),バ ン ジャマ ン ・コ ンス

タン(BenjaminConstant,1767-1830) ,ヴ ィ

ク トル ・クザ ンや デンマークのエー レンシュ

レー ガー(AdamGottlobOehlen-schlager
,

1779-1850),ロ シ アの詩 人 の ジュー コ フス

キ ー(VasilijAndreevichZhukovskij ,

1783-1852),ポ ー ラン ドの最大の詩人 ミッキ

ェヴ ィチ(AdamMinkiewicz,1798-1855)等

が ゲーテを訪問 した.イ ギ リスか らバ イロン

も来 ている.し か し彼等は個人的 に一度 に集

まることは不可能 だったか ら,書 簡 による往

来で文学上の一体感 を確認 した意義 は大 きい.

ゲ ー テ は ス コ ッ ト(WalterScott ,

1771-1832),バ イロ ン,マ ンゾー二や世界 中

か ら手紙 を受 け取 った時,崇 高な孤独 のうち

に も喜 びと爽 やかさを感 じるのであった.ま

た同時 にゲーテはこの精神の領域 内で孤独 で

はな く,一 つの精神上統一 されたヨーロ ッパ

があることを想 うのである.ゲ ーテとの手紙

の交換が世界文学の存立につなが り
,広 が り

を見せ る.ゲ ーテが トーマス ・カー ライルに

宛て た手紙があ る.ヴ ァイマル,1827年7月

20日.

あらゆる国民のなかの最上の詩人や文学者
.. む 　....

の努力が,久 しい以前から普遍的人間的なも
0

のにむけられているのは自明のことです.歴

史的,神 話的,寓 話的,あ るいは多少とも恣

意的に考案 されたものなど,そ の種類を問わ
....

ず,お よそどんな特殊 なもののなか にも
,国
..

民性,個 性 のちが いをつ らぬいて,か の普遍
　 　 む

なものがます ます輝 き出るのを認め ることが

できま しょう.(7)(o印 筆者)

精 神生活上,美 しくかつ楽 しい習慣 に属 す

るものが犠牲 にな って作 品が生 れる.バ イロ

ン,マ ン ゾー 二,テ オ フィ ル ・ゴー チェ

(TheophileGautier,・1811-1872)は ゲ ー

テにす ぐれ た自分 達の作 品を献 じている.バ

ルザ ック(Honor6deBalzac,1799-1850)

は 『人間喜劇』(DiemenschlicheKomodie)

にゲ ーテ宛ての手紙 を先に載 せたほどである.

人 と人の交流 による世界文学 への橋渡 しも重

要で あろうが,も っと直接 的に効果 のある仲

介の手段が あった.世 界文学 の広が りに不可

欠 なの は翻訳活動であろ う.翻 訳活動 の普遍

的重要性が 『箴言 と省察』 の中で語 られてい

る.

外国語を翻訳するにあたっては,翻 訳不

能のぎりぎりの限界にまで肉迫 しなけれ

ばいけない.この境地に達 してはじめて,

他国民や他国語というものが目に見えて

くるのだ.(8)

ゲーテは又,別 の時にこう述べる.「いず

れの翻訳者も普遍的に精神上の出来事の仲介

者として努力 し,そ の交換を後押 しする仕事

をしていると考え られる.」 というのも人が

どんなに翻訳の不十分さについて語ろうとも,

技術革新が進み,高 度に発達した交通事情の

もとであっても,人 類にとって価値のある仕

事である翻訳作業は残 り続 けるからである.

コーラン(Koran)に はこうある.厂神はい

ずれの国民にもその国民の言葉で一人の予言

者 を与えた.」 だか らいずれの翻訳者もその

国民の中では一人の予言者である.こ れが世
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界文学の底流につながっている.

(5)

ゲーテの世界文学推進の目的意識を考える

ことも必要であろう.世 界文学は国民相互の

理解のもとに,憎 悪と偏狭か ら人々を解放し

て普遍的な寛容さをいだかせなければならな

い.他 国の人々に自国の作品を反映させ,関

心と理解の深まりによって相互の国民に新鮮

な感覚を与え,生 産的活動を鼓舞させるもの

である.ゲ ーテも言うようにいずれの国の文

学もそれが他国の人々の心に訴えるものを持

ち,新 鮮さを与えるものでなければ,自 ら最

後には惰気をさそうものとなってしまうであ

ろう.

ゲーテは折からヨーロッパに台頭してきた

ロマン主義という鏡に自分の姿を映 してみる.

ロマ ン主義者達に影響を及ぼし,彼 等か ら批

評されていることをゲーテは意識 していた.

変わることもなくギリシア世界への傾倒から,

ゲーテは世間からは時にはロマン主義者 と思

われることもあった.ゲ ーテの思想 がヨー

ロッパ各国のロマン主義思潮を煽動 していた

ことも確かであったが.ゲ ーテはかって言っ

た.

DasKlassischenenneichdasGe-

sunde,皿ddasRomantischedasKranke.(9)

ク ラ シ ッ ク な も の は 健 康 な も の で,ロ マ

ン テ ィ ッ ク な も の は 病 的 な も の で す.

世界文学の理念 か らすれば,こ の言葉 はす

で に過去の もので あろ う.今 の ゲー テはロマ

ン主義か ら文学上の滋養分 を積極的 に摂取す

るのであった.ゲ ーテの ロマ ン主義的要素の

濃 い作 品をあげてみよう.1808年 の 祝祭劇 『パ

ン ドー ラ』(Pandora)が あ る.断 片的 な も

のであ ったが既にロマ ン主義的色彩 が出てい

る.1814年 の 『西 東 詩 集』(Westostlicher

Divan)で は 東洋的 な生気 と精彩 に満 ちた内

容 に民謡が加え られた形式 は古典主義 を尊重

した時とは趣 きが異なる.ま た 『フ ァウス ト』

第二部にロマ ン主義者の二重写 しを登場 させ

たことか らもゲーテの ロマ ン主義への傾 斜の

ほどがわか ろうか.ゲ ーテはバ イロンとカー

ライル(ThomasCarlyle,1795-1881)か ら も

刺激 され,新 たな文学活動へ駆 りたてられる.

ゲ ーテの生産意欲の若返 りと前進 は こういう

所 にもあった.

(6)

ゲーテが影響 を少なか らず受 けたイギ リス

文学 にふれないわ けにはいかない.エ ッカー

マ ンにゲーテ は話 してい る.「 われ われ 自身

の文学 というのも,大 部分 はイギ リス文学 が

源流 になっているのだ.わ れわれの小説 も悲

劇 も,ゴ ール ドス ミスやフ ィールデ ィングや

シェークスピアをのぞいていったいどこに源

流が あるのか?今 日で も ドイツの ど こに,バ

イロン卿やムーアやウォル ター ・ス コッ トと

肩 を並べ られるような大作家 を,三 人 も見つ

け出す ことがで きるだろ うか?」(10)(1824年

12月3日 金曜 日)

ゲ ーテは真理 を愛す る魂 とそれ を究明する

魂 の必要性 を常 に念頭 にお いて いた.イ ギ リ

ス文学受容の根底 にも これが脈打 っている.

カ ーライル は ドイツ観念論 とゲーテの古典

主義 を学 び,『 ヴ ィルヘル ム ・マ イスター』

(WilhelmMeistersLehrjahre)を1824年 に

英訳 し発表 した.他 に業績 は ドイツ人が これ

まで出来 なかったほどすぐれた 『シラー伝』

(LebenSchillers)を1825年 に出 版 した こ

とである.ゲ ーテ はこの 『シラー伝』にシラー

の非凡 な特質が適切 に表 わされていることを

見たのである.1827年7月20日 付 けのカーラ

イル宛のゲーテの手紙があ る.

あ らゆる国民 の文学 のなか で,こ れ を示

唆 し,こ れにむかって働 いているもの こ
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そ は,他 国民 が これをわが もの としな け

ればな りません.そ れぞれの国民 の特性

を認 め,ま さにそれ によってその国民 と

交際 ができるようになるために,わ れ わ

れ はその特性 を知 らなければな りません .

と言 うの も,一 国民 の特性 は,そ の国語

や貨幣の種類 と同様 で,交 流を容易 にす

る,い やそれど ころか,こ れによっては

じめて交流が完全に可能 になるのです.(11)

ゲ ー テは他国の文学 もその指向す るところ

は,根 本で は自国の ものと一致す ることを認

識 した上で書いた手紙 である.こ れか ら5日

後 の7月25日 水 曜 日にゲーテはエ ッカーマ ン

に話 してい る.厂 カー ライル は,わ れわれ ド

イツの作家 を批評す るばあいに,と くに精神

的,道 徳的核心 を重視 して,そ れ を実際 に有

効な もの と見做 している.そ の点が,彼 の驚

嘆 に価 す るところだ.カ ー ライルは,道 徳的

な力の持主 で,そ こに大 きな意 味がある.彼

には,多 くの未来が ある.彼 がなにを成 し遂

げ,ど んな影響 を残すかは,ま ったく予断 を

許 さない.」(12)(1827年7月25日 水 曜 日)ゲ ー

テはすでにカーライルの将来性 を見抜 いてい

るのであった.

(7)

イギ リス文学か らもう一人,バ イロンを挙

げな くて はな らない.ゲ ーテがエ ッカーマ ン

に話 した ことを引用 してみ る.「 私 が独 創性

とよんでいるもの に関するかぎ り世界中 のだ

れと比べ ても,彼(バ イロ ン)に 及ぶ者 は一

人 もいまい.彼 の ドラマテ ィックな葛藤 をと

きあか してい く方法 は,い つ も人の意表 をっ

き,い つ も人 の考 え及 ばない ような巧妙 さを

みせ る.」(13)(1825年2月24日 木 曜 日)こ の

ようにゲ ーテはバ イロンの才能 を賛嘆す るが

否定 的な考 え も付 け加 えるので あった.「 伝

統 的な ものや愛 国的なもの との袂別 した こと

が,彼 の ようなす ぐれ た人物 を破滅 に導 いた

ばか りでな く,革 命的 な精神やそれ と結 びっ

いた心情のたえまない動揺 もまた
,そ の才能

にふ さわ しい発展 を阻 んだ.ま た,不 断の反

対と否定 が,わ れわれの見 ているよ うに,す

ぐれ た作 品 まで も台 な しに して しまって い

る.」

イギリス国内で誤解 と迫害 を受 け本国 はも

とよ りヨーロ ッパか ら追放 されたよ うなバ イ

ロンを擁護 するゲーテの心情には
,た だ世界

文学 の拡張 という共通の目標 があった ことば

か りではなくゲーテの人間性 に潜む純粋 なも

のが作用 して いた.ゲ ーテはバ イロンを人間

と して,イ ギ リス人 と して,さ らに偉大な才

能の人 として,と らえていた.バ イ ロンへの

ゲー テの最大 の敬意 は 『フ ァ'ウス ト』(Faust)

第二 部第三幕の 「オ イフォー リオ ン(Eupho-

rion)」 にバ イロ ンを投影 させ た ことであ ろ

う.ギ リシアが トル コか ら圧迫 を受 け,独 立

運動(1821年)を 起 こすと義勇兵と して参加

し,ミ ソロ ンギで死ん だバ イロ ンをゲーテは

衷心 か ら悼ん だ.『 合唱』 に託 して歌 わせた .

貴 い素姓 と大きな能 力を恵 まれて

世の幸 をうけるように生 まれつかれたのに,

惜 しくも早 くわれ とわが身 を見失 い,

青 春の花 を散 らして しまわれま した.

世 の中を観 る鋭 い眼 をそなえ,

心 の衝動 に対す る同情 をもち,

す ぐれ た婦 人 に対 しては情熱 をいだ き,

ま た類のない歌 を作 られ ま したのに .

(V.9915-9922)(74)

(s)

ゲーテはイタリアでの古典主義とロマン主

義の論争の調停役をはたしたことがある.こ

れは世界文学の見地に立てば,瑣 事 と見える

ことであろう.世 界文学の目標 としては,共

通の理解,寛 容さ,主 張とそれらの明確化だ

けでは表現不足であろう.終 局とするところ

はもっと理想的なものにある.い ずれの国民
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も普遍的な人間像に寄与し,そ れぞれ特徴を

持つ ものである.そ れぞれの特徴が十分に表

出されなくては,理 想的人間像は完全になら

ない.そ れに民衆の声も唱和 して人類の声に

高まらなければならない.一 個の人間と民衆

が一つになって内面的な協和音と全体性が形

成され,特 殊から切 りはなされた世界も作り

出されてゆく.

特殊と我儘の重複する生成途上の人間性は

世界文学には一要素として必要であった.与

えることと受けとることの相互作用は世界文

学の最も理想とするものである.だ からそれ

はゲーテの考える未完成の創造物と言えよう

か.世 界文学の始まりの日付けをゲーテはず

らして記述 していることも理解できよう.世

界文学構築の基礎はたいへん早い時期に着手

されていた.ギ リシア ・ローマ時代の世界文

学についτ言及することは,ま だ時期尚早で

あろう.18世 紀の後半から19世紀前半はまだ

国と国との交易と交通は限定されており,民

衆の精神的交流 も少なかった.国 によっては

人々は同 じ教育の水準 になく,人 々の眼は文

学よりも産業の発達に向けられていた.い ず

れの国民の具有する特殊性も評価に価 しよう

が,寛 大さを持って相互理解 し,与 えるもの

と受け取るものを交換しあって生存する国民

的理念はすぐには芽生えないが,そ の可能性

は出てきていた.

ギリシア人は精神力で,ロ ーマ人は武力で

当時,知 られた世界を支配 した.精 神上ある

いは政治上の支配権を作り出したギリシア ・

ローマの両国民は被支配国の人々に対 して神

の恵みを背景に自分達の文化や言葉を押 しつ

けた.こ ういう状況下には世界文学はすぐに

は生れてこない.征 服 された地域 はギリシ

ア ・ローマ文学の拡大の場になってしまう.

しかしギリシア ・ローマ時代はきたるべき世

界文学の時代に強固な基礎があったことは確

かである.世 界文学の条件には人間の原形に

関するイデーがつきまとう.そ の原形に人間

の本質的な ものが調和 して加 わることが望ま

しい.こ れ はギ リシア ・ローマ時代 の文化思

想 で もある.す なわち古代 の芸術 と文学 の係

わ りの うちで生 き生 きと表 わされたHuma-

nitasそ の もので ある.だ か ら古代 の文化 要

素 はゲーテの 目ざす世 界文学 の最 も根本的 な

基礎 にな りえ た.ゲ ー テは言 う.「 われ われ

ドイツ人 は,ま だ未熟 なの だ.な るほど,こ

こ一世紀のあいだにいち じる しく文 明化 した.

けれども,わ が国民 のあいだに豊 かな精神 と

高度な教養 が浸透 し,広 く一 般に行 きわたる

まで には,ま だ二世紀三世紀 はかかるだろう.

そ のあかつ きに,は じめてギ リシア人の よう

に美 を崇 び,見 事 な歌に酔 い しれて,ド イツ

人が野蛮だったのは,昔 の話だ,と いわれる

ようにな りたいもの さ.」(15)(1827年5月3

日木曜 日)こ のゲーテの心境 とは裏腹 に ドイ

ツ文学 は世界への道 を確実 に踏 み しめていた.

(9)

中世にもまだゲーテの意図する世界文学は

なかった.一 つの神の下に教会という絆で結

びついていたヨーロッパ世界に精神的統一が

確立 していた.一 つの世界語であるラテン語

がヨーロッパを言葉の上で統一 していた.同

じ素材か らなる 『アーサー王伝説』(Artus-

sagen)と 聖譚が同じような形式で,こ の狭

い世界のいたる所で取 り上げられている.し

かし 『アーサー王伝説』だけの統一的なもの

では,まだ世界の文学としては不足であった.

まだ相変わらず国民文学の協和音は交響曲と

してまとまらない.し かし中世はきたるべき

世界文学の二番目の基礎を築いた時代といえ

るのである.

キリス ト教的世界理念を持たない世界文学

を考えることは出来ない.愛 と寛容 さと礼譲

が人間の原像に加わって美 しい人間精神とな

る.人 々の心に気高い連帯の意識が育まれて

きた.し かし国民や国民の使命についての思

考に欠落 したもの もあったが,ギ リシア ・
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ローマ時代の精 神 とこのキ リス ト教精神 を こ

の思考 に結びつ けたのが,ル ネッサ ンスの大

.き な業績の一 つである.こ う した背景 が第三

の世 界文学 の基盤 になるので あった.こ の基

盤 の上 にようや く世界文学 とい う建築物 が姿

を見 せ始 めて くるのであるが,ま だ同時代の

人 々の協 和 音 は聞 えて こなか っ た.し か し

人 々は自分達の力や方法 と意識 に目覚め る気

運 はあった.人 々の作 る人 間像への寄与が次

第 に大 き くな り,ヨ ー ロッパ を精神的に支配

してゆくので ある.イ タリアでは民衆の中に

自由 と尊厳 と力の理念 と人問個人の権利 につ

いての 自覚が芽生 えてきた.

新 しい思想 運 動 の旗 手 と して イギ リスの

ベー コ ン(FrancisBacon
,1561-1626)の あ

と に フ ラ ンス の ヴォル テー ル(Voltaire,

1694-1778)が 登 場 してきた.経 験 の次 に理性

の ヨーロ ッパ的支配 と社会や芸術 や文学 にお

け る現 実化 が続 くので あ る.若 きゲー テ は

ヴォルテール を内面上凌駕することに努 め,

ドイツの理想主義精神 が ヨーロ ッパ に拡 大す

ることを願 っていた.世 界文学 は単 に存在 す

るだ けで休息する機構 ではなく,生 成 中の有

機体 であると考 えたい.こ の生成 と発展 は19

世紀 に至 っても依然 と して継続 する.

(10)

ロ シ ア 文 学 は ド イ ツ に ト ル ス ト イ

(Tolstoj,LevNikolaevicGraf1828‐

1910)と ドス トエ フ ス キ ー(Dostoevskij ,

FedorMichajlevic1821-1881)を 伴 っ て 紹

介 さ れ た.世 界 の 文 学 の 中 枢 部 を 敬 虔 な 社 会

的 福 音 で 征 服 す る も の と 受 け 取 ら れ た の で あ

る.ス カ ン ジ ナ ヴ ィ ア か ら は イ プ セ ン(lbsen
,

Henrik,1828-1906),ビ ョ ル ン ソ ン(Bj¢

rnson,Bjφrnstjerne1832-1910)と ス ト リ

ン ドベ リ(Strindberg,August ,1849-1912)

等 が 世 界 へ 続 い て 登 場 し て き た が,こ れ だ け

で は ま だ ゲ ー テ の 意 味 す る 世 界 文 学 と し て は

稀 薄 で あ る.

開かれた ヨー ロッパ とそれを越 え た文学の

円環 は少 しずつ大き くなる.ヨ ー ロ ッパの精

神世界へ,西 洋 の教育 か ら多 く学 び取 ったア

メ リカの詩人 ホ イッ トマ ン(WaltWhitman
,

1819-1892)と タ ゴー ル(Rabindranath

Tagore,1861-1941)の よ うなア ジ アか らの

詩人 が出現 するのである.ゲ ーテ以後,初 め

て ドイツ精神 に対抗す る世界 の文学 が生 じた

観 がある.こ れ に呼応 す るかのように新 たな

ドイツ精神 も生 じてい る.ゲ ーテが実践 して

きたものが,こ れ までの ドイツ精神 の中へ溶

け込 み,普 遍 的文学 の形成 に本質的 に貢献す

ることと なった.当 時 の西洋世界 に影響 を与

え た ドイツの作 品 はゲ ーテの 『若 きヴェル

ター の悩 み』(1774)で あ る.次 に 『フ ァウ

ス ト』(1.Teil1808,2.Teil1832)と な る.

この二 つの作品 が発表 され るまで ドイツ文学

は世界 に知 られ ていなか った.ド イツ文学 の

出現 が何故 こんなに遅か ったのか.そ れを妨

げていた ものは何か,と いう疑 問がわ く.当

時の ドイツでゲ ーテに匹敵する作家 と思われ

た ク ラ イ ス ト(HeinrichvonKleist ,

1777-1811)と 詩 人 のヘ ル ダー リー ン(Fried-

richHolderlin,1770-1843)が 世 界文 学上 で

は名誉 ある地位 を与 え られていなかった.こ

れに反 して取 るに足 らないフランスの作家が

ヨーロ ッパ の知識層 に持て はや されるという

状況 があった.

一 般 に ドイツ語 は広 い意味で フラ ンス語が

なっ た ように世界 語 にな らなか った こと も

あったが,世 界 に知 られ理解 され た ドイツの

世界語 は文学で はな くて音楽 であった.ド イ

ツの文学が世界 への飛躍 の遅れ た理由の一つ

に ドイツが世界 における自 らの立場 とその使

命 を認識す ることの不足 があげられ る.ド イ

ツ国民 の意識 の うちに統一性 と集合 力の欠如

もある.ゲ ーテ は言 う.厂 ドイツ人 同志が一

つ にま とまることを理解 しないで ,ど う して

ドイツ国民 は自 らの もとに一致 しなければな

らな いのか.」 また,「 ドイツ人 は文学的意 味
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か らは他の国民 よりもはるかにす ぐれてい

る.」ともゲーテは言う.一 国民の経済的物

質的な力は国民の内面的統一から発展する.

道徳的美学的な力もまた同じような一致点か

ら次第に現われて くる.

c>〉 〉

ドイツ文学 には内部 的な力の集積が欠 けて

いたか らそれだ け与え る衝撃力 は少 なか った.

こ ういう点で はフランス文学 の方 が恵 まれ て

いることをゲーテは指摘 してい る.そ の例 と

して グローブ派(leGlobe)の 活 動 をあげて

いた.ゲ ーテはエ ッカーマンに熱心 に話 して

いる.厂 グローブ誌の同人 た ちは,み んなす

ば らしい人 たちだ し,彼 らは,日 ま しに偉大

とな り重要 とな り,全 員が,一 心 で貫 かれて

いる ようなものだが,こ うした ことはわれわ

れには到底 わか りっ こないな.ド イツでは こ

の種 の雑 誌な ど,ま った く不可能な ことだろ

うね.わ れわれ は,て んでんば らばらに仕事

を して いるか ら,一 致 団結 など考 えてみ たこ

ともない.猫 も杓子 も自分 の地方 や自分の町

の意見 ばか りか,自 分 自身の個性 か らくる意

見まで持 っている始末 だか らね.と いうわけ

で,わ れわれが一種 の普遍的 な完全 な教養 と

いった もの を身につける日が来 るの は,ま だ
ロ　ラ

まだだいぶ先の話だ よ.」(1828年10月3日 金

曜 日)ド イツ文学の現況 をゲーテは分析 して

発言 したので ある.『 グロー ブ』誌がパ リで

1824年 に創刊 され ると,ま もな くゲーテは9

月 より定期講読者 になった.こ の月刊誌 のも

とに集 う人達 はロマン主義的考えで行動 した.

ゲ ー テの共感 を得 たの は彼 らが,「 社交 的な

人 たちだ し陽気で,明 晰だ し,き わめて大胆

だ.敵 を非難 して も,し ゃれていていきなと
く　　ラ

ころが あ る.」 とい う点 であった.」(1826年

6月1日 木 曜日)解 放的な世界性 をゲーテは
ら

評価 した.『 グローブ』 の同人 のア ンペ ール

(JeanJacquesAmpさre,1800-1864)が 同 誌

にゲー テの戯 曲の批評 を載せた.こ れがすぐ

れていることをゲーテ は知 って喜 んだ.そ し

て アンペ ールに讃辞 を呈 した.「 彼 は,私 の

人生遍歴 と私 の精神状態が転々 と辿 って きた

歩み を じつに深 く深 く研究 し,そ の上,私 が

言 わなか った ことを理解す る能力,い わば行

間に に じみ 出て いる文字 を見抜 く能 力 さえ

持 ってい るといえ る.」(・8)(1827年5月3日

木曜 日)さ らに続 けて言 う.「 アンペ ールは,

む ろん じつ に教養が高 いか ら,多 くの フラン

ス人の持 つ民族的 な先入見や危惧や偏見か ら

は,と っ くに無縁 にな っている.だ か ら,彼 は,

その精神 よりみると,パ リ市民 とい うよりは,

む しろ世界市民なのだ.要 するに私 の見 ると

ころでは,彼 と同 じ考 えの人が何千 人とフラ

ンス に生 れる時代 が到来 しつつ あるの だ.」

ゲーテはア ンペ ール との好ま しい関係が ドイ

ツ文学 をフランス,ひ いて は世界へ広 げる良

い機会で あると見 な している.し か し又,ゲ ー

テはこの若 き文学史家 の才能 に惹 かれている

こと も確かで あった

(12)

徐 々に大衆の中 に教養 ある階層 の小 さい円

環が生 じて くるが,そ の 円環 は内へ 向って閉

じて いる.そ れは粗野 な素因 を内包 しなが ら

も,そ の存在 を確実 に しなければな らない宿

命的 な要素 を含 んでいた.人 々は母 国語 を尊

重 しなけれ ばな らない.ゲ ーテはこの時代 を

牧歌 的と呼 んでい た.そ の小 さい円環は少 し

ずつ拡大 するが外国語 に影響 されず に,ず っ

と孤立する ことはできない.こ の時代 を社会

的 あるい は市民的時代 と呼 んだ.ロ マ ン主義

時代 とも言われた.こ の後 に文学の普遍的時

代 が くる.

ス ター ル 夫 人(Stael,AnneLouise

Germaine,1766-1817)は ドイツ文 学 に世界

への道 を開 いた 『ドイツ論』(dt.1814)の 中

で ドイツの作家 とフランスの作家 の相違 を述

べた.ド イツの作家 は社会や国民 的合意や伝

統や習慣 との結 びつ きもな く,自 分 自身のた
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めに生 き,仕 事 を しなければならない.こ れ

が悲劇的運命 を示唆 するばか りか,ド イツ文

学の意識上の理念 と独 自の価値 を示 している.

この ロマ ン主義 の先駆者 は二度 ドイツを旅行

して いる.最 初 が1803年10月,次 が1807年 の

末 か ら翌年 にかけてで あった.彼 女 はロマ ン

派 の詩 人や哲学者 と会 って,自 国の古典主義

者 との考 えの違 いをみ た.ス タール夫人 は

1804年2月2日 の父宛の手紙 の中でゲーテに

つ いて言 及 して いる.「 ここで最 も秀 れた人

物 は言 うまでもな くゲーテです.彼 は唯心論

者 で,新 しい哲学 の先頭 に立 っている最 も秀

れた人物 です.」

『ドイツ論』の中では シラーを 「まれなる天

才 をもち,完 全 な誠実 さをもった人である.」

そ して 「シラーはその徳 とその才能に よって

讃 え られ る.良 心 が彼 の詩藻 で あった.」 と

評 した.ま た 「ゲーテに対す る讃美 は,合 言

葉で昧方 を互 いに知 らせ あうような一種の グ

ルー プ意識である.」 「ゲーテが,た だ一人で

ドイツ精神 の本質的 な特質 を保 っている.」(・g)

と ゲ ーテのことを伝えていた.こ のような夫

人 のゲーテ観が世界文学 へ貢献 していること

は言 うまでもない.

ドイツ文学が世界へ拡散するには時間がか

かる.こ の時代の ドイツの文学界を代表する

のはゲーテであった.ゲ ーテ文学の根幹と真

髄は全 く個人的な経験の形成と自己の告白の

描写であり,又,一 種の治療薬として文学を

使用することにもあった.こ れらの方法は他

国民にはなじみが薄 く,す ぐには理解される

ものではなかった.あ の 『グローブ』誌も指

摘 している.一 ゲーテの名声は私達のところ

にゆっくりと広まってきた.大 部分彼の精神

の最もすぐれた特性すなわち独創性はこの緩

慢さのせいなのである.一

非常に独創的であるものは,す べて一人の

特別な人間や一つの国民の性格によって強 く

印象づけられる.こ の偉大な独創力がゲーテ

のつき出た功績でもある.ゲ ーテは極度に一

人でこの特性に駆 り立てられていた.他 の詩

人とは異なる道をゲーテは歩んだ.

(13)

普遍的人間像の形成に ドイツ文学が寄与 し

た主な点は個性と創造性の展開である.し か

しこれがかえって災いして ドイツ文学の世界

への道に困難さを誘発することにもなる.内

面的孤独に沈む ドイツ人はこの孤独の内側か

ら共通の拘束的な空間へすぐには出てこない.

ドイツ人にとって自分達の思想や文学を普遍

化することは大して重要なことではないよう

に見受けられる.ゲ ーテは独白する.い かな

る明白性 も内面的精神には適切に表現するこ

とはできないことを深く感 じていると.し か

しゲーテにとっては形態的な感情の真実さよ

りも,言 葉や態度や意向よりも,又,良 質の

作品 よりもその理念の展開が大事なのである.

ゲーテ文学の特質はゲーテの資質によるも

のと,人 間像に寄与する内面性の表出にあろ

うか.ド イツ文学が当時の他の国民に不快感

を与えていたことも見のがせない.と いうの

はそれが理想主義がめざしたものと同 じで

あったからである.

ドイツ人のいだく世界理念には悲劇的な影

がつきまとう.そ れは絶対的なものを現実化

しようということを求めているからである.

世界文学の理念は文明,和 解,交 易や一般的

礼儀,理 性や規則の根本において人kの 寛容

さの理念 と不溶性の関係にあろう.こ の二っ

の理念 は共時的に広まる.ド イツ精神が世界

に示 さなければならない本来の理念は文明に

敵対する側面を持ち,文 明の大海に沈みかけ

ている価値観を救出して守ろうとするもので

ある.ド イツ精神はまた拡大する文明の機械

化に創造的かつ有機的生命を吹き込む.理 性

の支配には非合理的魂をもって抗 し,実 践的

物質主義には永遠の理想で,価 値の均質化に
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は高貴 な価値観 を,懐 疑論 には敬虔 なものを,

現 実主義 には形而上 的な ものを対置 させ るの

であった.ド イツの詩人 の うちで最 も ドイツ

的 な 詩 を書 く,ヘ ル ダー リ ン(Friedrich

Holderlin,1770-1843)は この よ うに詩想 を

め ぐらした.

(14)

ドイツ文学 の世界文学 への参加 を容易 にし

たの は,一 言でいえば,精 神的世界主義が あ

げ られよう.精 神的世 界主義 は強 力な翻訳活

動 に よって,明 瞭に表現 されるであろう.「 ド

イツ国民 ほ ど多 くの翻 訳 を した国民 はい な

い.」 とゲー テは言 ってい る.ド イツ語 を習

得す る人 は多様 な人 々が 自分達の精神的な宝

物 を供 す る世界文学 という市場 にいることに

なろう.ド イツ語 を学 ぶためにワイマル を訪

れた若 いイギ リス人達 をゲーテは快 く受 け入

れていた.彼 らは ドイツ語の中に世界の文学

を知 る ことができると思 ったか らであった.

一 つ の国の文学が世界 に読者 を得 るためには

受容 ばか りでな く供給す ることも大切 であろ

う.ド イツ文学 が歴史的 にはまだ生成 中の人

間像 に独 自の必要 な特徴 を付 け加え ることが

出来 なければ,ド イツ文学 はいつ になって も

世界の文学の中に定位置 を しめることはでき

ないであろう.

まず ゲーテの ファウス トの精神 があげられ

よう.フ ァウス トの永遠 の努力 と探 求の心 は,

ドイツ文学 が世界の文学 に持ち込 んだ不動の

ものであるか らである.近 代の精神史上 フ ァ

ウス ト精神 が ヨーロ ッパの精神界 を一時的と

はいえ,風 靡 した現象 は注 目され よう.他 へ

もゲー テの影響は及 んでいる.イ ギ リスのバ

イロンは言 うまで もな く,フ ランスの作 家達

にも及 んだ.バ ルザ ック(Balzac,且onor6de,

1799-1850),ラ マ ル チー ヌ(Lamartine,

Alphonse-Marie-LouisPratde,1790-1869),

ミュ ッセ(Musset,Alfredde,1810-1857),

ヴ ィク トル ・ユーゴー(Hugo,Victor.Marie,

1802-1885)等 は 自分達 を規則の束縛 か ら解放

して西洋 の理性 と経験 の確実 さの彼岸 にある

ところの高 みと深みへ導 いて くれたゲーテに

心を開いたのである.フ ランス精神 に対 し対

極的な ものを呈示 して ドイツ文学 は確実 に世

界文学の円周 に迫 っていた.18世 紀 にフラン

ス文化がブルボ ン王朝の もとで熟成 が終 り爛

熟の きざ しが見 られた時,ド イツ文学 に時間

的有利 さが訪れた.ド イツ人の本質 はフラン

ス人 のそれ とは全 く異質 のものであったか ら,

ドイツ文学 はこの時代 のフラ ンス精 神の氾濫

の もとにあって疲弊 と倦 怠の世界 の文学 界に

は新鮮 に映った.ゲ ーテがかつて言 った よう

にヨー ロッパ世界の蘇生化 は ドイツ国民の よ

うな一国民 だけで成 しとげられ るもので はな

く,人 々の努力と争 いの中か ら生れ て くる.

ゲ ーテは世界 にフ ァウス ト精神 を吹き入れ

たが,そ の一方で は逆 に古典時代 との結 びっ

きでフラ ンスか ら節制 と法,秩 序 と理性 によ

るフ ァウス ト的衝動の必然 的な抑制 と制 限を

受けた ことも事実で ある.『タウリスの イフィ

ゲーニ ェ』(IphigenieaufTauris,1779)と 『ト

ル クヴァー ト ・タ ッソー』(TorquatoTasso,

1789)は 今 日の ドイツ人の感覚 と意識 か らす

れ ば,ラ シーヌ(JeanBastisteRacine,1639)

と ヴ ォル テー ル(Voltaire,1694-1778)の 傾

向にあろう.ゲ ーテは遠 い東洋か らの傲慢 さ

と倨傲 か らファウス ト精神 と,さ らにその硬

直化 か ら西洋的形態を守 り,宗 教的結束 と服

従 を甘受 したのである.

(15)

ゲー テの心 には人 々の生身の声が晩年ず っ

と耳か ら離れない.そ してその声 は現代 にい

たるまで同 じような規範 と して生 き続 けてい

る.そ れ と言 うのもフ ァウス ト的精神 は西洋

文 明 の 中 へ,ロ マ ン 主 義,ワ ー グ ナー

(RichardWagner,1813-1883),ニ ー チェ

(FriedrichWilhelmNietzsche,1844-1900)

とと もに入 り,時 代の飽食 的文 明を転 回 させ
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たか らである.こ れに よって救 いをもたらす

形態 と社 会的美 学的 な結合 を もた ら して い

る.そ して再 び トルス トイや東洋 か らガ ン

ジー(MohandasKaramchandGandhi,

1869-1948)等 とともに宗教的革新 の光 が西洋

世界へ届 くのである.20世 紀 になってハ ウプ

トマ ン(GerhardHauptman,1862-1946)と

トーマス ・マ ン(ThomasMann,1875-1955)

は ヨー ロ ッパ で高 い世 評 を受 け,ロ マ ン ・

ロー ラン(RomaillRolland,1866-1944)は 『ト

ルス トイの生涯』 を書 き,ア ン ドレ ・ジ ィー

ド(AndreGido,1869-1951)は ドス トエ フス

キーにつ いて書 くな どして,次 第 にヨーロッ

パ の壁 は取 りは らわれ る状況 へ進 んだ.ゲ ー

テの世界文学理念 は死後,ま だ未来音楽 に属

する ものであったが,高 らかな協和音 となっ

た.

今 日,ゲ ーテの意昧での世界文学 につ いて

語 る ことは可能 だけれ ど,そ れが人 々の生活

に与 える影響 まで は指摘する ことはできない.

人 々はゲーテの理念か ら多 くのことを要求す

べきではない.ゲ ーテ自身もそれを警告 して

いた.ゲ ーテの世界文学理念 は戦争 か ら残酷

さを少 しでも除去 し,勝 利 か ら少 しでも傲慢

さを融和 することもで きなかったが,そ の存

在 の意義 はあった.ゲ ーテはナポ レオンか ら

の解放戦争中 でもフランス文化 か ら得 た知識

のために,フ ランスを憎悪 することはなか っ

た.ロ マ ン ・ローランも大戦 中 ドイツの音楽

と哲学 か ら受 けた自己形成 の ことを考 えると

ドイツを憎 めなか った.し か し,こ の二人 は

時代 のずれがあるとは言え,荒 野 の中で叫ぶ

人であ り,そ の声 は多数の憎悪 に満 ちた歌声

で圧倒 されたことは言 うまで もなかった.

世 界文学が単 に一つの文学現象 にとどま り,

世 界 の意 向や現実 にもならずに,ゲ ーテの意

味深長 な言葉 と してだけ存在 したな らば,そ

れは一体何 を真 に意味する ものであったのか

とい う疑問 が残 ろう.ゲ ーテの世界文学理念

は一枚 の生 きた木 の葉 にたとえ ることができ

る.大 地から養分を吸収する木の葉 は,い ず

れは朽ちる運命にあった.そ して再 び大地の

養分に還元されるものであった.ゲ ーテの世

界文学は東洋 と西洋の文学が単一に同化 して
一つの複合物 になることではない.そ れぞれ

の文学の持つ特殊性から妥当性と普遍性を創

造することを意味する.ゲ ーテの世界文学理

念はその基底では植物における根源現象と軌

を一にして観念的であり,象 徴的でもある.

しかし,人 間的営為の根底か ら生れた重層的

な意味を含むものでもある.1982年 初秋.
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